
上下水道

１ 水 道 事 業

⑴ 沿 革

本 市 の 水 道 事 業 は ， 明 治 45年 4月 ， 京 都 の 近 代 化 の 礎 と な る

「 京 都 市 三 大 事 業 」 の 一 つ と し て 進 め た 「 第 2琵 琶 湖 疏 水 」 の

竣 工 に よ り ， 幕 を 開 け ま し た 。 日 本 最 初 の 急 速 ろ 過 式 を 採 用

し た 蹴 上 浄 水 場 の 給 水 能 力 は ， 1日 68,100㎥ ， 給 水 範 囲 は 概 ね

東 大 路 通 ， 千 本 通 ， 東 海 道 線 ， 今 出 川 通 に 囲 ま れ た 区 域 で し

た 。

そ の 後 ， 市 勢 の 発 展 に 伴 い ， 市 民 の 水 需 要 の 増 大 に 対 応 す

る た め ， 松 ケ 崎 浄 水 場 ， 山 ノ 内 浄 水 場 ， 新 山 科 浄 水 場 と 各 配

水 施 設 の 拡 張 整 備 を 行 っ て き た 結 果 ， 人 口 普 及 率 は ， 平 成

27年 度 末 現 在 ， 99.9％ （ 給 水 区 域 内 人 口 比 ） に 達 し て い ま す 。

し か し な が ら ， 節 水 型 社 会 の 定 着 に よ り ， 全 国 的 に 水 需 要

の 減 少 傾 向 が 続 い て お り ， 本 市 に お い て も ， 水 道 料 金 の 基 と

な る 有 収 水 量 は ， 平 成 2年 度 を ピ ー ク に 年 々 減 少 し て い ま す 。

そ の 一 方 で ， 昭 和 の 高 度 経 済 成 長 期 に 布 設 さ れ た 多 く の 配 水

管 が ， 一 斉 に 更 新 の 時 期 を 迎 え る な ど ， 水 道 事 業 の 経 営 環 境

は 厳 し さ を 増 し て い ま す 。

こ う し た 課 題 に 対 応 す る た め ， 平 成 19年 12月 に ， 今 後 の 10

年 間 に 取 り 組 む べ き 課 題 や 目 標 を ま と め た 「 京 （ み や こ ） の

水 ビ ジ ョ ン 」 を 策 定 し ま し た 。

現 在 ， そ の 後 期 5箇 年 の 実 施 計 画 と し て 平 成 25年 3月 に 策 定

し た 「 京 都 市 上 下 水 道 事 業 中 期 経 営 プ ラ ン (2013-2017)」 （ 以

下 「 中 期 経 営 プ ラ ン 」 と い う 。 ） に お い て ， 5つ の 重 点 項 目

（ ① 改 築 更 新 の 推 進 ， ② 災 害 対 策 の 強 化 ， ③ 環 境 対 策 の 充 実 ，

④ お 客 さ ま 満 足 度 の 向 上 ， ⑤ 経 営 基 盤 の 強 化 ） を 掲 げ ， 水 道

事 業 で は ， 配 水 管 更 新 の ス ピ ー ド ア ッ プ ， 管 路 ・ 施 設 の 耐 震

化 な ど を 着 実 に 推 進 し て い ま す 。

⑵ 料 金 制 度 の 改 定 と 施 設 規 模 の 適 正 化

ア 料 金 制 度 の 改 定

水 道 ， 下 水 道 の 料 金 制 度 に つ い て は ， 昭 和 56 年 以 降 ， 大
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き な 変 更 を 行 う こ と な く 運 用 し て き ま し た が ， 先 述 し た と お

り ， 水 需 要 の 長 期 的 な 減 少 に よ り ， 水 道 事 業 ， 公 共 下 水 道 事

業 を 取 り 巻 く 状 況 は 大 き く 変 化 し て い ま す 。 他 方 で ， 東 日 本

大 震 災 の 発 生 を 契 機 に ， 地 震 等 の 災 害 に 強 い 水 道 ， 下 水 道 の

構 築 が こ れ ま で 以 上 に 求 め ら れ ， ま た ， 高 度 成 長 期 に 整 備 し

た 大 量 の 施 設 が 順 次 耐 用 年 数 を 迎 え ま す 。 こ う し た 状 況 を 踏

ま え ， 平 成 25 年 10 月 に 実 施 し た 水 道 料 金 ・ 下 水 道 使 用 料 の

改 定 （ 平 均 改 定 率 ： 水 道 料 金 9.6％ ， 下 水 道 使 用 料 △ 3.0％ ）

に お い て は ， 今 日 の 社 会 状 況 の 変 化 等 に 対 応 し た 料 金 体 系 ・

料 金 収 納 サ ー ビ ス に 見 直 す と と も に ， 水 道 管 の 改 築 更 新 の 拡

大 な ど 持 続 可 能 な 事 業 運 営 を 確 保 す る た め の 料 金 水 準 を 設 定

し ま し た 。 ま た ， 水 道 料 金 に 新 た に 資 産 維 持 費 を 導 入 し ， 世

代 間 の 負 担 の 公 平 も 含 め て ， 市 民 ・ 事 業 者 の 皆 様 に ， 適 正 に ，

幅 広 く ご 負 担 い た だ け る 制 度 と し ま し た 。

イ 施 設 規 模 の 適 正 化

水 需 要 の 減 少 に 伴 い ， 浄 水 場 に お け る 施 設 能 力 に 余 力 が 生

じ ， 適 正 な 余 裕 率 を 大 幅 に 上 回 っ た 状 況 と な っ た こ と か ら ，

よ り 一 層 ， 効 率 的 に 水 道 事 業 を 運 営 す る た め ， 平 成 24 年 度

末 に 山 ノ 内 浄 水 場 を 廃 止 し ， 水 需 要 に 応 じ た 浄 水 場 の 施 設 規

模 の 適 正 化 を 図 り ま し た 。 こ れ に 伴 い ， こ れ ま で 山 ノ 内 浄 水

場 か ら 給 水 し て い た 区 域 へ 他 の 浄 水 場 か ら 給 水 を 行 う た め ，

本 市 給 水 戸 数 の 約 4 割 を 対 象 と し た 区 域 の 大 規 模 な 切 替 作 業

を ， 21 回 に 分 け て 実 施 し ， 平 成 25 年 6 月 に ， 全 て の 作 業 を

完 了 し ま し た 。
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⑶ 現 況

ア 水 道 事 業 業 務 量 の 推 移

項 目

年 度

単 位
25 26 27

総 人 口 人 1, 46 7, 2 19 1, 46 5 , 9 94 1, 47 1 , 7 37

給 水 区 域 人 口 人 1, 45 6, 8 79 1, 45 5 , 8 49 1, 46 1 , 6 76

給 水 人 口 人 1, 45 4, 6 25 1, 45 3 , 6 68 1, 45 9 , 4 87

使 用 者 数 件 75 4, 42 2 75 9 , 91 6 76 5 , 28 6

普 及 率 ％ 99 .1 /9 9 .9 99 .2 /9 9 .9 99 .2 /9 9 .9

年 間 給 水 量 千 ㎥ 19 3, 86 9 18 9 , 79 7 18 6 , 45 4

1 日 最 大 給 水 量 ㎥ 57 8, 44 0 56 4 , 14 0 55 2 , 17 0

1 日 平 均 給 水 量 ㎥ 53 1, 14 9 51 9 , 99 2 50 9 , 43 8

年 間 有 収 水 量 千 ㎥ 16 9, 19 9 16 5 , 78 5 16 5 , 37 2

配 水 管 ・ 補 助 配 水 管 延

長
㎞ 3, 89 6 3, 90 3 3, 90 7

水 道 料 金 千 円 28,3 40 , 95 1 29 ,6 43 , 87 6 29 ,6 76 , 93 9

有 収 率 ％ 87 .3 87 .3 88 .7

注 1 普 及 率 は 全 市 人 口 比 ／ 給 水 区 域 内 人 口 比

2 水 道 料 金 は 調 定 金 額 で あ り ， 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 を 含 む 。

イ 施 設 能 力               （ 平 成 27年 度 末 ）                  

⑷ 財 政 状 況

平 成 27年 度 は ， 節 水 型 社 会 の 定 着 に よ る 水 需 要 の 減 少 傾 向

が 続 い て い る も の の ， 夏 場 等 の 気 温 が 前 年 度 と 比 べ て 上 昇 し

た こ と や 使 用 者 数 の 増 加 ， う る う 年 の 影 響 等 に よ り 有 収 水 量

の 減 少 の 幅 が 縮 小 し た こ と か ら ， 水 道 料 金 収 入 は 274億 7,865

万 円 と 前 年 度 と 比 べ て △ 0.3％ の 減 少 と な り ， 総 収 益 は 317億

5,343万 円 と な り ま し た 。

一 方 ， 営 業 所 の 再 編 （ 9営 業 所 → 7営 業 所 ） や 職 員 定 数 の 削

減 な ど ， 効 率 的 な 事 業 運 営 に 努 め た こ と に よ り ， 総 費 用 は 261

億 8， 488万 円 と な り ま し た 。

こ の 結 果 ， 当 年 度 純 損 益 は 55億 6,855万 円 の 黒 字 決 算 と な り ま

浄 水 場 名 施 設 能 力 （ ㎥ ／ 日 ） 浄 水 方 式

蹴      上 19 8, 00 0

急 速 ろ 過 方 式
松   ケ   崎 21 1, 00 0

新   山   科 36 2, 00 0

合      計 77 1, 00 0
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し た 。

⑸ 主 な 事 業 （ 平 成 28年 度 ）

ア 老 朽 化 し た 水 道 管 の 更 新 ・ 耐 震 化

市 民 の 命 と 暮 ら し を 守 り ， 産 業 の 発 展 に 寄 与 す る 水 道 水 を ，

将 来 に わ た り 安 定 的 に 供 給 す る た め ， 老 朽 化 し た 水 道 管 の 更

新 の ス ピ ー ド ア ッ プ を 図 る と と も に ， 地 震 に 強 い 水 道 の 整 備

を 進 め て い ま す 。

中 期 経 営 プ ラ ン に 基 づ き ， 老 朽 化 し た 配 水 管 の 更 新 率 を ，

こ れ ま で の 0.5％ か ら ， 平 成 28年 度 は 1.1％ ， 平 成 29年 度 に は

1.2％ に ま で 段 階 的 に 引 き 上 げ る こ と と し て お り ， 更 新 に 当

た っ て は ， 耐 久 性 ， 耐 震 性 に 優 れ る 最 新 の 「 高 機 能 ダ ク タ イ

ル 鋳 鉄 管 」 を 使 用 し ま す 。

イ 鉛 製 給 水 管 の 解 消

漏 水 を 防 止 す る と と も に ， よ り 安 全 ・ 安 心 で 良 質 な 水 道 水

を 供 給 す る た め ， 鉛 製 給 水 管 の 解 消 を 進 め て い ま す 。

「 京 （ み や こ ） の 水 ビ ジ ョ ン 」 に お い て ， 平 成 29年 度 ま で

に 道 路 部 分 の 鉛 製 給 水 管 を 全 て 解 消 す る こ と を 目 標 に 掲 げ ，

計 画 的 に 取 替 工 事 を 実 施 し て い ま す 。

ま た ， お 客 さ ま の 自 己 負 担 と な る 宅 地 内 の 鉛 製 給 水 管 の 取

替 工 事 に つ い て ， 工 事 代 金 の 一 部 を 助 成 す る 「 鉛 製 給 水 管 取

替 工 事 助 成 金 制 度 」 を 設 け ， 利 用 の 促 進 に 努 め て い ま す 。

  ウ 導 水 施 設 の 耐 震 化 に よ る 安 定 し た 取 水 の 確 保

地 震 等 の 災 害 時 に お い て も 原 水 を 安 定 的 に 取 水 す る た め ，

新 た に 新 山 科 浄 水 場 導 水 ト ン ネ ル を 築 造 す る 工 事 に 着 手 し ま

す 。

エ 営 業 所 の 再 編

   中 期 経 営 プ ラ ン に 基 づ き ， 老 朽 化 し た 営 業 所 庁 舎 の 建 替

え に 併 せ ， よ り 一 層 効 率 的 な 業 務 執 行 体 制 を 構 築 す る と と

も に ， 水 道 ・ 公 共 下 水 道 事 業 の 総 合 窓 口 と し て の 地 域 に 根

差 し た 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 と 地 域 の 防 災 拠 点 と し て の 役 割

の 充 実 を 図 る た め ， 営 業 所 の 再 編 を 進 め て い ま す 。

平 成 28年 度 に は ， 東 部 営 業 所 （ 東 山 及 び 山 科 営 業 所 を 統 合 ）

を 開 設 し ， 7営 業 所 体 制 か ら 6営 業 所 体 制 へ 移 行 し ま し た 。 平
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成 29年 度 に は ， 山 ノ 内 浄 水 場 跡 地 （ 北 西 部 用 地 ） に ， 市 内 西

部 地 域 の 営 業 所 を 再 編 す る と と も に ， 市 内 北 部 エ リ ア に お け

る 上 下 水 道 局 の 機 能 を 集 約 化 し た ， 地 域 の 防 災 拠 点 と な る 新

庁 舎 （ 太 秦 庁 舎 ） を 建 設 し ま す 。 今 後 は ， 「 中 期 経 営 プ ラ ン 」

に 基 づ き ， 平 成 29年 度 ま で に 5営 業 所 に ， 平 成 30年 度 以 降 に 4

営 業 所 に 再 編 し ま す 。

オ 水 需 要 の 喚 起

水 道 水 で 作 っ た 飲 物 等 を 提 供 す る 「 京 （ み や こ ） の 水 カ フ

ェ 」 や ， 水 道 水 と ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー を 飲 み 比 べ る 「 京 （ み

や こ ） の 水 ・ 利 き 水 大 作 戦 」 な ど の 事 業 を 展 開 す る 「 お い し

い ！ 大 好 き ！ 京 （ み や こ ） の 水 キ ャ ン ペ ー ン 」 の ほ か ， 上

下 水 道 局 が 実 施 す る イ ベ ン ト や ， 区 役 所 等 と の 連 携 に よ る

各 種 啓 発 活 動 な ど に お い て ， 花 の 種 や 苗 ポ ッ ト を 配 布 し ，

水 道 水 で 花 を 育 て ， 花 い っ ぱ い 緑 い っ ぱ い の 美 し い 安 心 ・

安 全 な ま ち づ く り の 推 進 に 取 り 組 ん で い ま す 。 こ の ほ か 熱

中 症 対 策 や 地 球 温 暖 化 防 止 に 効 果 の あ る ミ ス ト 装 置 の 普 及 促

進 ， 市 民 や 観 光 客 に 京 都 の 水 道 水 の ク オ リ テ ィ の 高 さ を 実 感

し て い た だ く 「 京 （ み や こ ） の 水 飲 み ス ポ ッ ト 」 （ Ｐ Ｒ 看 板

を 取 り 付 け た 水 飲 み 場 ） の 設 置 な ど ， あ ら ゆ る 機 会 ・ 媒 体 を

活 用 し ， 安 全 ・ 安 心 ， 安 価 で 環 境 に も や さ し い 水 道 水 の Ｐ Ｒ

を 積 極 的 に 行 い ， 水 需 要 の 喚 起 に 努 め て い ま す 。

⑹ 水 道 料 金

   

       注 1 染 色 整 理 業 用 に つ い て は ， 1 01 ㎥ 以 上 の 従 量 料 金 を 減 額 し ，

   1 01 ㎥ ～ 500 ㎥ 20 4 円 ， 501 ㎥ 以 上 23 8 円 と す る 。

    2 水 道 料 金 の 額 は ， 上 記 の 表 に よ り 計 算 し た 額 に 10 0 分 の 108 を

          乗 じ て 得 た 額 (1 円 未 満 の 端 数 は 切 捨 て ） と す る 。

         3 使 用 者 が 口 座 振 替 の 方 法 に よ り 料 金 を 納 入 す る と き は ， 当 該 料 金

6㎥～
　10㎥

11㎥～
　20㎥

21㎥～
　30㎥

101㎥～
　200㎥

5,001㎥
～

13・20mm 5㎥まで 920円 10円 177円 180円 226円

25mm 1,900円

40mm 2,780円

50mm 50㎥まで 18,300円

75mm 100㎥まで 35,910円

100mm 250㎥まで 71,600円

150mm 500㎥まで 134,260円

200mm 1,000㎥まで 281,520円

326円

10㎥まで

24円
共  　用

9㎥～30㎥
208円

31㎥～
　100㎥

226円

一
般
用
・
公
衆
浴
場
業
用

208円 243円 284円

243円 284円

201㎥～
　500㎥

501㎥～
　5,000㎥

従量料金（基本水量を超える分の1㎥につき）
種別/給水管の呼び径 基本水量 基本料金

8㎥まで 165円

（公衆浴場業用 101㎥以上 39円）

基本水量の範囲内
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か ら 1 月 当 た り 20 円 に 10 0 分 の 10 8 を 乗 じ て 得 た 額 を 減 額 す る 。

  た だ し ， 使 用 者 の 責 め に 帰 す べ き 事 由 に よ り ， 管 理 者 が 定 め る

納 入 期 限 ま で に 料 金 が 納 入 さ れ な か っ た と き は ， こ の 限 り で な い 。

２ 公 共 下 水 道 事 業

⑴ 沿 革

本 市 の 下 水 道 整 備 は ， 昭 和 5年 に 失 業 応 急 対 策 事 業 と し て 始

ま り ま し た 。 そ の 後 ， 都 市 計 画 事 業 と し て 引 き 継 が れ ， 昭 和

19年 頃 ま で に 約 1,343ha， 現 在 の 下 水 道 事 業 計 画 区 域 面 積 の 約

8.5％ を 整 備 し ま し た 。

戦 後 の 日 本 は 著 し い 経 済 成 長 を 遂 げ ， 産 業 の 発 展 と 都 市 へ

の 人 口 集 中 が 進 み ， 都 市 環 境 の 改 善 を 図 る 必 要 か ら ， 国 で は

昭 和 38年 度 か ら 順 次 下 水 道 整 備 5箇 年 計 画 を 立 て ， 下 水 道 の 整

備 が 本 格 的 に 開 始 さ れ ま し た 。 ま た ， 昭 和 40年 代 半 ば に は 公

害 が 社 会 問 題 と な っ た こ と に よ り ， 下 水 道 整 備 に よ る 公 共 用

水 域 の 水 質 保 全 の 必 要 性 が 重 視 さ れ る よ う に な り ま し た 。

本 市 で は ， 戦 後 数 年 間 の 中 断 の ほ か は ， 着 実 に 下 水 道 の 整

備 を 進 め て き ま し た が ， 特 に 昭 和 36年 か ら 本 格 的 に 整 備 に 取

り 組 み ， 国 の 計 画 に 併 せ て ， 本 市 の 5箇 年 計 画 を 順 次 策 定 し ，

積 極 的 に 下 水 道 整 備 を 進 め て き ま し た 。

そ の 結 果 ， 平 安 建 都 1200年 の 平 成 6年 度 に 市 街 化 区 域 で 下 水

道 が 必 要 な 区 域 の ほ ぼ 全 域 の 整 備 を 達 成 し ， 平 成 27年 度 末 の

全 市 人 口 に 対 す る 下 水 道 普 及 率 は 99.5％ と な り ま し た 。

水 道 事 業 と 同 様 ， 「 京 （ み や こ ） の 水 ビ ジ ョ ン 」 ， 「 中 期

経 営 プ ラ ン 」 に 基 づ き ， 下 水 道 管 路 ・ 処 理 施 設 の 計 画 的 な 改

築 更 新 ・ 耐 震 化 ， 雨 水 幹 線 整 備 等 の 浸 水 対 策 ， 水 環 境 保 全 の

た め の 合 流 式 下 水 道 の 改 善 な ど の 事 業 を 着 実 に 推 進 し て い ま

す 。

⑵ 施 設 規 模 の 適 正 化

   吉 祥 院 水 環 境 保 全 セ ン タ ー は ， 京 都 市 最 初 の 下 水 処 理 場 と し

て ， 昭 和 9年 に 標 準 活 性 汚 泥 法 施 設 の 運 転 を 開 始 し ま し た 。 近

年 の 流 下 下 水 量 の 減 少 に 伴 い ， 平 成 25年 度 に 吉 祥 院 処 理 区 を

鳥 羽 処 理 区 に 統 合 し ， Ｂ 系 施 設 の 半 分 （ 40,000㎥ ／ 日 ） を 休

止 す る こ と で ， 施 設 規 模 の 適 正 化 を 図 り ま し た 。 併 せ て ， 名

称 を 「 鳥 羽 水 環 境 保 全 セ ン タ ー 吉 祥 院 支 所 」 に 変 更 し ま し た 。
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⑶ 現 況

ア 公 共 下 水 道 事 業 業 務 量 の 推 移

項 目

年 度

単 位
25 2 6 2 7

市 街 化 区 域 面 積 ｈ ａ 14 , 9 8 7 1 4 , 9 8 7 1 4 , 9 8 7

整 備 面 積 ｈ ａ 15 , 2 5 1 1 5 , 2 6 1 1 5 , 2 6 6

全 市 人 口 ※ 人 1,4 6 7 , 2 1 9 1 , 4 6 5 , 9 9 4 1 , 4 7 1 , 7 3 7

処 理 区 域 内 人 口 ※ 人 1,4 5 9 , 5 0 0 1 , 4 5 9 , 2 0 0 1 , 4 5 9 , 4 0 0

人 口 普 及 率 ※ ％ 99 . 5 9 9 . 5 9 9 . 5

下水道対象給水装置数 549 , 1 7 8 5 5 2 , 1 8 4 5 5 4 , 9 5 5

下水道接続給水装置数 件 543 , 8 3 1 5 4 6 , 9 3 4 5 5 0 , 0 1 9

下 水 道 接 続 率 ％ 99 . 0 9 9 . 0 9 9 . 1

年 間 流 入 下 水 量 ㎥ 314 , 9 4 2 , 9 4 0 3 0 8 , 9 6 9 , 0 8 0 3 3 1 , 4 8 8 , 7 1 0

処 理 能 力 ㎥ ／ 日 1 , 2 5 5 , 0 0 0 1 , 2 5 5 , 0 0 0 1 , 3 0 5 , 0 0 0

管 き ょ 整 備 延 長 ㎞ 5,4 5 1 5 , 4 5 7 5 , 4 6 7

下 水 道 使 用 料 千 円 23 , 9 9 1 , 2 8 7 2 3 , 6 9 7 , 8 0 0 2 3 , 8 6 7 , 4 8 7

       注 1 下 水 道 使 用 料 は 調 定 金 額 で あ り ， 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 を 含 む 。

         2 ※ は ， 特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 を 含 む 。

         3 管 き ょ 整 備 延 長 は ， 側 溝 延 長 を 含 む 。

イ 下 水 処 理 能 力

（ 平 成 27年 度 末 ）

    鳥 羽 水 環 境 保 全 セ ン タ ー に は ， 吉 祥 院 支 所 分 を 含 む 。

⑷ 財 政 状 況

平 成 27年 度 は ， 節 水 型 社 会 の 定 着 に よ る 水 需 要 の 減 少 傾 向

が 続 い て い る も の の ， 夏 場 等 の 気 温 が 前 年 度 と 比 べ て 上 昇 し

た こ と や 使 用 者 数 の 増 加 ， 水 道 使 用 以 外 の 汚 水 の 増 加 ， う る

う 年 の 影 響 等 に よ り 有 収 汚 水 量 が 僅 か に 増 加 し た こ と か ら ，

下 水 道 使 用 料 収 入 は 221億 3,949万 円 と 前 年 度 と 比 べ て 0.3％ の

増 加 と な り ， 総 収 益 は 511億 2,450万 円 と な り ま し た 。

一 方 ， 職 員 定 数 の 削 減 な ど 効 率 的 な 事 業 運 営 に 努 め た こ と

水 環 境 保 全 セ ン タ ー 名 処 理 能 力 （ ㎥ ／ 日 ）
う ち 高 度 処 理 能 力

（ ㎥ ／ 日 ）

鳥    羽 1, 03 1 , 0 00 56 7 , 00 0

伏    見 14 8, 00 0 12 5 , 00 0

石    田 12 6, 00 0 26 ,0 00

合    計 1, 30 5 , 0 00 71 8 , 00 0
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に よ り ， 総 費 用 は 463億 9,274万 円 と な り ま し た 。

こ の 結 果 ， 当 年 度 純 損 益 は 47億 3,176万 円 の 黒 字 決 算 と な り

ま し た 。

⑸ 主 な 事 業 （ 平 成 28年 度 ）

ア 老 朽 化 し た 下 水 道 管 の 更 新 ・ 耐 震 化

   快 適 で 衛 生 的 な 暮 ら し を 支 え ， 良 好 な 水 環 境 を 守 る 下 水

道 を ， 将 来 に わ た り 安 心 し て 使 い 続 け る た め ， 老 朽 化 し た

下 水 道 管 を 計 画 的 に 更 新 し ， 地 震 に 強 い 下 水 道 の 整 備 を 進

め て い ま す 。

イ 浸 水 対 策 の 推 進

市 民 の 生 命 や 財 産 を 守 る た め ， 浸 水 被 害 の 最 小 化 を 図 る

「 雨 に 強 い ま ち づ く り 」 の 実 現 に 向 け ， こ れ ま で に 総 事 業 費

約 1,600億 円 を か け ， 総 貯 留 量 46万 ト ン を 超 え る 雨 水 幹 線 等

の 整 備 を 進 め て き ま し た 。 5年 確 率 降 雨 （ 1時 間 当 た り 52ミ リ ）

へ の 対 応 に つ い て は ， 下 水 道 事 業 の 開 始 当 初 よ り 整 備 を 進 め ，

農 地 等 を 除 く と ， 市 内 の 整 備 率 は ， ほ ぼ 100％ の 整 備 と な っ

て い ま す 。 ま た ， 昭 和 61年 か ら は 10年 確 率 降 雨 （ 1時 間 当 た

り 62ミ リ ） へ の 対 応 を 進 め て お り ， 平 成 27年 度 末 の 市 内 の 整

備 率 は 約 2割 と な っ て い ま す 。

平 成 28年 7月 に 塩 小 路 幹 線 の 供 用 を 開 始 し ま し た 。 引 き 続

き ， 山 科 三 条 雨 水 幹 線 ， 新 川 6号 幹 線 ， 花 見 小 路 幹 線 ， 山 科

川 13－ 1号 雨 水 幹 線 及 び 伏 見 第 3導 水 き ょ の 整 備 を 着 実 に 進 め

ま す 。

ウ 雨 水 流 出 抑 制 の 推 進

雨 水 の 市 街 地 へ の 流 出 を 抑 制 す る た め ， 住 宅 の 屋 根 に 降 っ

た 雨 を 雨 ど い か ら 集 水 し ， タ ン ク な ど に 貯 留 す る 「 雨 水 貯 留

施 設 」 や ， 地 中 に 雨 水 を し み 込 ま せ る 「 雨 水 浸 透 ま す 」 の 普

及 を 促 進 さ せ る た め ， 費 用 の 一 部 を 助 成 す る 「 雨 水 貯 留 施 設

設 置 助 成 金 制 度 」 及 び 「 雨 水 浸 透 ま す 設 置 助 成 金 制 度 」 を 設

け て い ま す 。 平 成 27年 度 に は ， 両 制 度 と も に 改 正 し ， 助 成 金

の 増 額 な ど ， 内 容 を 充 実 さ せ て い ま す 。 今 後 と も ， 制 度 周 知

を 行 い ， 設 置 の 拡 大 に 努 め る と と も に ， 公 共 施 設 や 民 間 開 発

行 為 に お い て も 設 置 を 進 め て ま い り ま す 。
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エ 合 流 式 下 水 道 の 改 善

    河 川 の 水 環 境 を 保 全 す る た め ， 雨 天 時 に 合 流 式 下 水 道 （ 汚

水 と 雨 水 を 1つ の 下 水 管 で 排 水 す る 方 式 の 下 水 道 ） か ら 河 川

に 放 流 さ れ る 汚 水 の 混 じ っ た 雨 水 を 貯 留 す る 幹 線 等 の 整 備 を

進 め て い ま す 。

オ 下 水 の 高 度 処 理 施 設 の 整 備

   市 内 河 川 の 水 環 境 や 景 観 の 保 全 は も と よ り ， 下 流 に 位 置 す

る 都 市 の 水 道 水 源 の 保 全 や ， 大 阪 湾 ， 瀬 戸 内 海 の 富 栄 養 化 を

防 止 す る た め ， 水 環 境 保 全 セ ン タ ー に お い て ， 通 常 の 下 水 処

理 で は 十 分 に 取 り 除 け な い 窒 素 ， リ ン を 除 去 す る こ と が で き

る 下 水 の 高 度 処 理 施 設 の 整 備 を 段 階 的 に 進 め て い ま す 。

カ 水 洗 便 所 普 及 対 策

    下 水 道 処 理 区 域 に お い て は ， 衛 生 的 で 快 適 な 暮 ら し と 良 好

な 水 環 境 を 守 る た め ， く み 取 便 所 を 使 用 し て い る 方 に 対 し ，

水 洗 便 所 に 改 造 す る よ う 指 導 を 行 っ て い ま す 。

ま た ， 水 洗 便 所 へ の 改 造 工 事 に つ い て ， 貸 付 金 制 度 や 助 成

制 度 を 設 け ， 利 用 の 促 進 に 努 め て い ま す 。

⑹ 下 水 道 使 用 料    

注 1 染 色 整 理 業 用 に つ い て は ， 10 1㎥ 以 上 の 従 量 使 用 料 を 減 額 し ， 10 1㎥ ～

    50 0㎥ 14 3円 ， 50 1㎥ 以 上 180円 と す る 。

  2  下 水 道 使 用 料 の 額 は ， 上 記 の 表 に よ り 計 算 し た 額 に 10 0 分 の 10 8 を 乗 じ

て 得 た 額 (1 円 未 満 の 端 数 は 切 捨 て )と す る 。

  3  使 用 者 が 口 座 振 替 の 方 法 に よ り 使 用 料 を 納 入 す る と き は ， 当 該 使 用 料 か

ら 1 月 当 た り 20 円 に 10 0 分 の 10 8 を 乗 じ て 得 た 額 を 減 額 す る 。 た だ し ，

使 用 者 の 責 め に 帰 す べ き 事 由 に よ り ， 管 理 者 が 定 め る 納 入 期 限 ま で に 使

用 料 が 納 入 さ れ な か っ た と き は ， こ の 限 り で な い 。

共　　　用
11円

201円一　般　用

公衆浴場業用

218円

15円

種　　別 基本水量 基本使用料

従量使用料　（基本水量を超える分の1㎥につき）

 6㎥～
10㎥

 11㎥～
20㎥

 21㎥～
30㎥

 31㎥～
100㎥

101㎥～
200㎥

201㎥～
500㎥

501㎥～
5,000㎥

5,001㎥
～

5㎥まで 650円 10円 113円 116円

162円 183円 213円

213円8㎥まで 83円
9㎥～30㎥

162円 183円 201円

特別汚水に係る使用料加算率 ３　　倍　　以　　内
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３ 山 間 地 域 に お け る 水 道 事 業 ・ 公 共 下 水 道 事 業

⑴ 事 業 概 要

ア 地 域 水 道

平 成 9年 3月 に 「 京 都 市 水 道 未 普 及 地 域 解 消 計 画 」 を 策 定 し ，

未 普 及 地 域 の う ち 静 原 ， 中 川 ， 鞍 馬 ・ 貴 船 等 20地 域 に お け る

地 域 水 道 の 整 備 に 着 手 し ま し た 。 平 成 16年 4月 に ， 市 長 か ら

上 下 水 道 局 長 に 事 務 が 委 任 さ れ ， 平 成 21年 11月 に は ， 全 20地

域 で 整 備 事 業 が 完 了 し ， 地 元 住 民 か ら 強 い 要 望 の あ っ た 安

全 ・ 安 心 な 水 道 水 の 安 定 的 な 供 給 が 実 現 し ま し た 。

大 原 地 域 で は ， 平 成 21年 10月 に ， 大 原 簡 易 水 道 事 業 が 本 市

に 移 管 さ れ ， 同 月 策 定 の 「 大 原 地 域 水 道 再 整 備 事 業 基 本 計 画 」

に 基 づ き ， 施 設 の 老 朽 化 ， 有 収 率 の 低 下 等 の 課 題 を 解 消 す る

た め ， 平 成 22年 度 か ら 整 備 工 事 を 開 始 し ， 平 成 27年 度 に 整 備

事 業 が 完 了 し ま し た 。

平 成 27年 度 か ら ， 中 川 地 域 水 道 及 び 小 野 郷 地 域 水 道 に お い

て ， 水 源 の 水 量 不 足 を 補 う た め ， 新 た な 水 源 を 確 保 し て 両 地

域 水 道 を 統 合 す る 整 備 事 業 を 進 め て お り ， 平 成 28度 内 に 完 了

す る 予 定 で す 。

イ 京 北 地 域 水 道

京 北 地 域 の 水 道 は ， 昭 和 33年 9月 に ， 弓 削 上 中 町 地 域 に お

い て 給 水 戸 数 35戸 で 始 ま り ， 以 降 ， 熊 田 地 域 ， 黒 田 地 区 等 に

お い て 順 次 整 備 が な さ れ ， 昭 和 57年 度 に は ， 町 域 内 の 水 道 普

及 率 は 99.6％ に 達 し ま し た 。

平 成 17年 4月 ， 京 都 市 と 京 北 町 の 合 併 に 伴 い ， 京 北 地 域 の

水 道 事 業 の 管 理 ・ 運 営 に つ い て 市 長 か ら 上 下 水 道 局 長 に 事 務

が 委 任 さ れ ま し た 。

平 成 18年 3月 に は 「 京 北 地 域 水 道 再 整 備 事 業 計 画 」 を 策 定

し ， 老 朽 化 し た 施 設 の 改 築 ・ 更 新 及 び 能 力 向 上 を 図 る と と も

に ， 施 設 管 理 の 効 率 化 の た め 11浄 水 場 体 制 を 5浄 水 場 体 制 と

す る 再 整 備 事 業 を 進 め て お り ， 平 成 28年 度 内 に 完 了 す る 予 定

で す 。

ウ 特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道

京 北 地 域 で は ， 平 成 7年 2月 事 業 許 可 を 受 け ， 弓 削 ， 山 国 及

び 周 山 地 域 を 対 象 と し た 下 水 道 整 備 工 事 を 進 め ， 平 成 16年 9
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月 に 計 画 区 域 内 の 全 て の 供 用 を 開 始 し て い ま す 。

ま た ， 北 部 地 域 （ 大 原 ， 静 原 ， 鞍 馬 ， 高 雄 の 4地 域 ） で は ，

平 成 13年 3月 に ， 大 原 ， 静 原 及 び 鞍 馬 の 3地 区 の 下 水 道 整 備 に

つ い て の 市 会 請 願 が 採 択 さ れ ま し た 。 そ の 後 ， 平 成 19年 5月

策 定 の 「 京 都 市 北 部 地 域 等 総 合 下 水 処 理 対 策 」 に 基 づ き ， 上

記 4地 区 を 特 環 下 水 道 事 業 に よ り 整 備 す る こ と と し ， 平 成 20

年 4月 に 市 長 か ら 上 下 水 道 局 長 に 事 務 が 委 託 さ れ ， 平 成 21年

年 度 か ら 整 備 工 事 を 開 始 し ま し た 。 平 成 26年 8月 ま で に 計 画

区 域 内 の 全 て の 供 用 を 開 始 す る と と も に ， 同 年 度 末 に は 整 備

事 業 を 完 了 し ま し た 。

⑵ 水 道 事 業 ・ 公 共 下 水 道 事 業 へ の 統 合

山 間 地 域 に お け る 上 下 水 道 事 業 を 将 来 に わ た り 安 定 的 に 運

営 す る た め ， 経 営 基 盤 の 強 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て ， 平 成

29年 度 か ら ， 地 域 水 道 事 業 を 水 道 事 業 に ， 特 定 環 境 保 全 公 共

下 水 道 事 業 を 公 共 下 水 道 事 業 に 統 合 す る こ と と し て い ま す 。

ま た ， こ の 統 合 に よ り ， 地 域 ご と に 異 な る 料 金 制 度 の 統 一 ，

お 客 さ ま サ ー ビ ス の 充 実 及 び 維 持 管 理 体 制 の 強 化 を 図 り ま す 。

４ 今 後 の 水 道 事 業 ・ 公 共 下 水 道 事 業

⑴ 料 金 負 担 の 公 平 性 の 維 持

   料 金 負 担 の 公 平 性 を 維 持 す る た め に ， 施 設 規 模 に 見 合 う 口 径

の 給 水 管 を 接 続 し て い る も の の 通 常 時 に は 少 量 の 水 道 水 し か

使 用 さ れ な い 地 下 水 利 用 専 用 水 道 の 使 用 者 に 対 し 負 担 の 適 正

化 を 図 る 制 度 に つ い て ， 外 部 の 有 識 者 等 に よ り 構 成 さ れ る

「 京 都 市 上 下 水 道 事 業 経 営 審 議 委 員 会 」 や 市 民 の 意 見 な ど

を 踏 ま え て ， 検 討 を 進 め ま す 。

⑵ 新 た な 経 営 ビ ジ ョ ン の 策 定

「 京 （ み や こ ） の 水 ビ ジ ョ ン 」 は ， 平 成 29年 度 末 に 期 間 満

了 と な る た め ， 平 成 27年 度 に 組 織 体 制 を 強 化 し ， 平 成 30年 度

以 降 の 新 た な 経 営 ビ ジ ョ ン の 検 討 に 着 手 し ま し た 。 市 民 の 皆

様 に と っ て 貴 重 な ラ イ フ ラ イ ン で あ る 水 道 ， 公 共 下 水 道 を 50

年 後 ， 100年 後 の 未 来 に し っ か り と つ な い で い く た め ， 新 た な

経 営 ビ ジ ョ ン の 策 定 を 進 め ま す 。
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